
知っておきたい

新
事 業 承 継
相 続 ・

わ
る
か
設
例
で
説
明
し
ま
す
。
な
お
、

建
物
の
居
住
権
と
所
有
権
の
割
合
は
、

便
宜
上
、
2
分
の
１
ず
つ
と
し
ま
す
。

・
夫
が
、
自
宅
3
千
万
円
、
預
貯
金　

　

3
千
万
円
を
遺
し
て
亡
く
な
っ
た
。

・
相
続
人
は
、
妻
と
子
の
二
人

　

改
正
前
は
、
妻
が
自
宅
を
相
続
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
遺
産
の
法
定
相
続
分

2
分
の
1
に
な
る
の
で
、
預
貯
金
は
相

続
で
き
な
く
な
り
、
預
貯
金
は
す
べ
て

子
が
相
続
し
、
妻
は
生
活
資
金
に
使
う

預
貯
金
を
相
続
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
改
正
後
は
、
自
宅
の
建
物

に
つ
い
て
の
権
利
が
、
所
有
権
と
居
住

権
と
に
二
分
さ
れ
、
妻
が
居
住
権
を
、

子
が
所
有
権
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
配
偶
者
は
預
貯

金
も
相
続
で
き
、
死
別
後
の
生
活
も
安

泰
で
す
。

　

次
回
は
、
敷
地
付
き
自
宅
の
配
偶
者

居
住
権
等
の
権
利
構
成
と
評
価
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

一
口
に
時
価
と
い
っ
て
も
、
土
地
に

は
次
の
五
つ
の
時
価
が
あ
り
複
雑
で
す
。

①
実
際
に
売
買
さ
れ
て
い
る
実
勢
価
格

②
国
土
交
通
省
が
公
表
す
る
公
示
価
格

③
都
道
府
県
が
公
表
す
る
標
準
価
格

④
国
税
庁
が
公
表
す
る
路
線
価
ま
た
は

　

倍
率
価
格

⑤
市
町
村
が
公
表
す
る
固
定
資
産
税
評

　

価
額

が
あ
り
ま
す
。

　

公
示
価
格
と
標
準
価
格
は
売
買
の
目

安
で
あ
り
、
ほ
ぼ
実
勢
価
格
と
同
じ
で

す
。
路
線
価
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
を

計
算
す
る
基
礎
で
あ
り
、
一
般
的
に
、

実
勢
価
格
の
約
80
％
で
す
。
ま
た
、
土

地
及
び
家
屋
の
固
定
資
産
税
評
価
額
は
、

実
勢
価
格
の
約
70
％
で
す
。

　

こ
れ
ら
時
価
の
差
に
目
を
向
け
る
と
、

同
じ
価
値
の
も
の
を
相
続
し
て
も
、
相

続
税
等
の
負
担
は
変
わ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
同
じ
1
千
万
円
の
価
値
の
預
貯

金
と
家
屋
と
を
相
続
し
た
場
合
を
比
較

す
る
と
、
家
屋
の
方
が
3
0
0
万
円
少

な
く
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
相
続
税
の

負
担
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
価
値
で
あ
っ
て

も
、
相
続
財
産
の
構
成
の
違
い
に
よ
っ

て
相
続
税
の
負
担
は
異
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
ど
う
い
う
形
で
財
産
を
遺

す
か
は
、
終
活
に
あ
た
っ
て
検
討
す
べ

き
価
値
は
あ
り
ま
す
。

 

　

相
続
財
産
の
構
成
は
様
々
で
す
が
、

自
宅
が
大
半
を
占
め
る
場
合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
場
合
、
配
偶

者
が
自
宅
を
相
続
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

で
法
定
相
続
分
を
超
え
、
そ
の
後
の
生

活
資
金
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
子
な
ど
の
他
の
相
続
人

が
、
自
宅
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
認
め

れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
な

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
態

を
解
決
す
る
た
め
に
、
今
回
の
民
法
改

正
で
創
設
さ
れ
た
の
が
配
偶
者
居
住
権

で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
は
、「
配
偶
者
短
期

居
住
権
」
と
「
配
偶
者
居
住
権
」
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
文
字
ど
お
り
、

期
限
付
き
で
あ
り
、
相
続
開
始
か
ら
6

ヵ
月
ま
た
は
遺
産
分
割
が
確
定
す
る
ま

で
住
む
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
よ
り
重
要
な
の
は
相

続
税
の
課
税
に
関
連
す
る
「
配
偶
者
居

住
権
」
で
す
。

　

配
偶
者
居
住
権
は
、
居
住
し
て
い
た

建
物
の
全
部
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
配

偶
者
が
無
償
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
権

利
で
す
。

　

配
偶
者
（
た
と
え
ば
妻
）
が
居
住
権

を
取
得
す
る
た
め
に
は
次
の
二
つ
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
妻
が
、
夫
の
死
亡
時
に
夫
所
有
の
自

宅
に
住
ん
で
い
た
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　

・
遺
産
分
割
に
よ
っ
て
配
偶
者
居
住

　
　

権
を
取
得
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

・
遺
言
書
に
配
偶
者
居
住
権
を
与
え

　
　

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

【
設
例
】

　

改
正
前
後
で
、
遺
産
分
割
が
ど
う
変

第3回 配偶者居住権創設の概要

こ
こ
ら
で
本
題

公認会計士・税理士
松山大学名誉教授
税理士法人原田会計会長

原田  満範

配
偶
者
居
住
権
の
内
容
と
要
件

自宅3,000万円
居住権
1,500万円

預貯金
1,500万円

＋

預貯金3,000万円

改正前遺産分割 改正後遺産分割

妻

子 居住権
1,500万円

預貯金
1,500万円

＋

土
地
に
は
五
つ
の
時
価
が

あ
る

配
偶
者
居
住
権
の
創
設
理
由
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